
2020年（令和２年）6月10日 水曜日 （4）【第３種郵便物認可】

 配信中！ 購読料 月1,888円（税込）購読料 月1,888円（税込）購読料 月1,888円（税込）
電子版の支払いは
クレジット決済のみとなります
電子版の支払いは
　クレジット決済のみとなります
電子版の支払いは
　クレジット決済のみとなります 申込みは

こちらから→
南海日日新聞社 販売部

☎0997-53-2125
まずは2週間
無料試読

まずは2週間　
無料試読

お問い合わせ

六
月
三
日
の
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
は
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬
下
さ
れ
、
且
つ
ご
鄭
重

な
る
ご
弔
電
、
ご
供
花
、
ご
香
料
を
賜
り
衷
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
忌
明
け
に
あ
た
り
直
接

お
伺
い
致
し
お
礼
申
し
述
べ
る
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
略
儀
な
が
ら
紙
上
を
も
っ
て
お
礼
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
二
年
六
月
十
日

奄
美
市
名
瀬
小
俣
町
一
番
三
号

ご

会

葬

お

礼

故

登

隆　

典
（
七
十
三
歳
）

儀

喪
主
・
妻

登

ひ
ろ
み

長
男

青　

木　

一
史

二
男

青　

木　

祐　

二

秋葉斎苑第三斎場 名瀬小浜町29-1
家族葬専用・駐車場完備
秋葉斎苑第三斎場　名瀬小浜町29-1
家族葬専用・駐車場完備【一式】　【一式】　【一式】　　25万から　25万から　25万から【一式】　【一式】　【一式】　　35万から　35万から　35万から古田斎場　名瀬古田町20-2

バリアフリー・充実完備　 　　
古田斎場　名瀬古田町20-2
バリアフリー・充実完備　 　　
古田斎場　名瀬古田町20-2
バリアフリー・充実完備　 　　

墓石 No1墓石       No1

㈲三晃開発
【担当】定岡良治・松島貴将

・天ノ川墓地（朝仁タイヨー前）
・しらさぎ・永田・大熊有仲・古仁屋墓地

【電話】53-2059
【住所】名瀬鳩浜町220

●墓地分譲中●墓地分譲中

●●名前の字彫り

工事件数 の実績！！（奄美本島内）
墓石50万円（総工事費）墓石50万円（総工事費）墓石50万円（総工事費）

〈その他、展示中〉〈その他、展示中〉〈その他、展示中〉

（16,000円～18,000円）

●頭石の色直し（15,000円～20,000円）

●お墓のそうじ●お墓のそうじ（15,000円～20,000円）

ど
こ
に
も

ど
こ
に
も

負
け
な
い
価
格
!!!!

（名瀬・瀬戸内町）

㈲坂元モータース
☎（0997）62-5708 〒894-0106 大島郡龍郷町中勝2392-1

（本茶トンネル龍郷側国道58号線沿い）
お問い
合せは→

坂元モータース

本茶トンネル
至奄美空港

味の一番軒

58

車検予約受付中!

新車60万の を買うよりも••

断然お得！！
の「スーパー乗るだけセット」がの「スーパー乗るだけセット」が

Tポイント貯まります
■ボーナス￥64,800税込（年2回）■頭金なし

￥10,908（税込）
■ボーナス￥64,800税込（年2回）■頭金なし
全メーカー取扱いできます

5年リース 月々リース料 ￥10,908（税込）
ミラ　イース L“SAⅢ”ミラ　イース L“SAⅢミラ　イース L“SAⅢミラ　イース L“SAⅢ”

月々リース料5年リース

アルトLアルトLアルトLアルトL

奄市環第2号許可

共
同
納
骨
堂

共
同
納
骨
堂
（永代）（永代）

年
間
管
理
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん

朝仁霊園

ご購読料
月額

（消費税込み）
1,888円

亜熱帯の島で生まれ、奄美の島々を

結ぶ

配達・集金など新聞販売に関することは、あなたの町の新聞販売所へお問い合わせください。

●折込チラシのお問合せ先は☎0997-53-2125販売部まで

お買得情報満載。じっくり目を通して家計のお助けにご利用ください。お買得情報満載。じっくり目を通して家計のお助けにご利用ください。お買得情報満載。じっくり目を通して家計のお助けにご利用ください。
南海日日新聞のチラシ南海日日新聞のチラシ

奄美の今、そして過去や
未来をお茶の間に
お届けします。

※本紙は、日本新聞協会・全国郷土紙連合会の加盟紙です。

お問い合わせは最寄りの
販売店まで。

ご愛読ありがとう
ございます

●配達員随時募集

☎69-3056
☎090-9075-1007

☎090-5937-8860
奄美市名瀬小浜町１９-３［港・小浜・佐大熊］

☎53-9088
奄美市名瀬朝仁新町12-25

松山小百合
［朝仁全域］

☎54-8401
奄美市名瀬大字小宿49番地

宝納　純子
［小宿・浜里・平松・里・福里］

☎53-7838
奄美市名瀬大熊1288-4（鳩浜町）

永井恵美子
［鳩浜・大熊・有屋・仲勝・朝日・浦上・和光］

☎72-2510
古仁屋春日3-1

瀬戸内町瀬相743

林　　範孝
［瀬戸内町（高丘・春日・大湊・松江、その他）］

［加計呂麻島全域］

☎75-0506林　　秀子

☎65-0105
喜界町湾60

盛崎　　渉
［喜界町全域］

☎86-3607

☎83-3641

伊仙町伊仙3488-9

永治　秀教
［伊仙町全域］

徳之島町亀津7654-1

松下　　均
［徳之島町全域］

☎85-2022
天城町平土野20-2（宮内商店）

宮内　久子
［天城町全域］

☎85-1122

☎93-2224
和泊町手々知名739-1

富﨑康太郎
［和泊町全域］

☎85-1122
［与論町全域］

知名町知名8-3

原田めぐみ
［知名町全域］

【和瀬地区】

迫田枝美子

☎53-2125

☎53-2296
【城地区】

本社販売部
☎69-5125

【見里地区】

菊野　寿一
☎69-5211

【摺勝地区】

福島多佳子
【川内地区】

麻岡　直美

麻岡　直美
【東仲間地区】

☎69-2124
島崎　賢一
【西仲間地区】 【山間地区】 【戸玉地区】

本社販売部

本社販売部

本社販売部上山リツ子
【市地区】

☎69-2930

☎090-7396-8727

【市地区】

辻島　康憲

☎53-2125まで

【下役勝地区】

☎69-2657

【新村地区】

河野　京子

【崎原地区】

米田　直子
☎54-8330

【知名瀬地区】

西加　和代
【根瀬部地区】

本 社直轄地域

古見方地区全域

奄美市名瀬長浜町10-3

本 社直 轄
［龍郷町荒波地区（有良・芦花部を含む）］

☎67-2100

☎53-2125

宇検村湯湾672

柳　　敏樹
［宇検村全域］

大和村思勝400-9富田  尚守［大和村全域］
☎53-2125
奄美市名瀬長浜町10-3

本社 直轄

山下 和博

［平田・春日・真名津］

第1販売所

第2販売所

☎52-2320
奄美市名瀬久里町2-19竹山ビル1F

田中　廣昭
［井根・幸・永田・末広・久里］

第3販売所

☎53-2125
奄美市名瀬長浜町10-3

本 社直 轄
［矢之脇・塩浜・長浜・入舟・柳・金久］

第6販売所

☎54-2541
奄美市名瀬古田町6-1

平　　大樹
［伊津部・石橋・安勝・古田・小俣］

第7販売所

輪内販売所

朝仁販売所

小宿販売所

☎090-7447-3115
奄美市笠利町笠利753番地
上原　高志

［笠利町全域］

笠利販売所

龍郷第1販売所

龍郷町戸口1474中田さつき［龍郷町内場地区］

龍郷第2販売所

大和販売所

宇検販売所

瀬戸内第1販売所

加計呂麻販売所

古仁屋宮前14-5［瀬戸内町（宮前・船津・瀬久井、その他）］

☎72-4978祝　　秀則瀬戸内第2販売所

喜界販売所

徳之島販売所

伊仙販売所

天城販売所

和泊販売所

知名販売所

与論販売所
与論町麦屋1660

山下　和博

問い合わせ

本社販売部

㈱青葉社互助センター☎52-3492

新
仏
壇
多
数
入
荷

安
心
供
養
の
お
手
伝
い

互
助
会
会
員
４
割
引

即
日
入
会
可

タ
イ
キ
仏
壇
店

メガネスーパー斜め前

※

要
印
鑑

で、事前相談承ります!!

安心の情報もお届けします!!
☎
2
1
2
6

53

広
告
は

2
0
1
9
年
は
多
く
の

災
害
に
よ
り
、
日
本
の
各

地
に
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
被
害
の
広

域
化
、
深
刻
化
が
目
立
っ

た
。
こ
の
原
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
が
地
球

温
暖
化
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
が
地
球
温
暖
化
を

引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対

策
は
世
界
的
な
取
り
組
み

と
し
て
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
。

2
0
1
5
年
パ
リ
で
開

か
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
に
関
す
る
国
際
的
取
り

決
め
を
話
し
合
う
「
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
（
通
称
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
」

で
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定

で
は
、
▽
世
界
の
平
均
気

温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前

に
比
べ
て
2
度
よ
り
十
分

低
く
保
ち
、
1
・
5
度
に

抑
え
る
努
力
を
す
る
▽
そ

の
た
め
、
で
き
る
か
ぎ
り

早
く
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
し
、
21
世
紀
後
半
に

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
と
（
森
林
な
ど
に
よ
る
）

吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
│
と
世
界
共
通
の
長
期

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
2

排
出
は
企
業
活

動
と
も
密
接
に
関
係
し
て

お
り
、
温
暖
化
対
策
は
企

業
経
営
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
。
例
え
ば
2
0
1

5
年
9
月
、
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（S

u
s
t
a
i
n
a
b
l
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
G
o
a

l
s

）
で
は
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
が
示
さ
れ
、

そ
れ
ら
に
基
づ
き
企
業
が

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

対
策
や
貧
困
対
策
な
ど
の

施
策
を
実
行
し
て
い
る
。

「
Ｒ
Ｅ
1
0
0
」
で
は
自

社
で
利
用
す
る
電
力
を
す

べ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
賄
う
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。

ま
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で

は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
や
従
業
員
の
適
切
な

労
務
管
理
、
社
外
取
締
役

の
独
立
性
と
い
っ
た
環
境

（E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

）
、

社
会
（S

o
c
i
a
l

）
、
企

業
統
治
（G

o
v
e
r
n
a
n

c
e

）
へ
の
取
り
組
み
姿

勢
も
投
資
の
判
断
材
料
と

す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

は
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
か
ら
、
Ｃ

Ｏ
2

排
出
量
を
マ
イ
ナ
ス

に
す
る
カ
ー
ボ
ン
・
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
へ
と
企
業
活
動
の

取
り
組
み
に
変
化
が
起
こ

る
な
ど
、
地
球
レ
ベ
ル
の

取
り
組
み
を
各
企
業
が
行

う
段
階
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
個
人
レ
ベ
ル

で
上
記
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
そ
の

ひ
と
つ
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
だ
ろ
う
。

2
0
1
7
年
度
の
日
本
の

電
源
別
発
電
電
力
量
の
構

成
比
は
、
石
炭
33
・
2
％
、

石
油
6
・
6
％
、
天
然
ガ

ス
37
・
5
％
、
原
子
力

3
・
1
％
、
水
力
そ
の
他

が
19
・
6
％
と
石
炭
、
石

油
の
割
合
は
高
い
。
電
気

は
人
の
生
活
に
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
現
在
の
生

活
レ
ベ
ル
を
落
と
し
て
で

も
電
力
利
用
を
抑
え
る
と

い
う
選
択
肢
は
難
し
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
な
る
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

を
増
や
し
、
石
炭
・
石
油

由
来
の
電
力
使
用
を
削
減

す
る
こ
と
が
第
一
の
選
択

肢
に
な
る
だ
ろ
う
。
2
0

1
8
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
と
し
、
2
0
3
0
年
、

目
標
の
電
源
構
成
で
は
、

再
エ
ネ
22
〜
24
％
、
原
子

力
20
〜
22
％
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火

力
27
％
、
石
炭
火
力
26
％
、

石
油
火
力
3
％
と
し
た

が
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
の
積
極

的
抑
制
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
日
本
で
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
太

陽
光
発
電
で
あ
り
、
こ
れ

は
2
0
1
1
年
の
東
日
本

大
震
災
後
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固

定
価
格
買
取
制
度
）
に
よ

る
売
電
効
果
が
も
っ
と
も

高
い
た
め
、
そ
し
て
風
力

発
電
な
ど
の
よ
う
な
環
境

評
価
を
す
る
必
要
が
な

く
、
初
期
設
置
費
用
が
抑

え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
偏
重
が
日
本

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
健
全
な
普
及
に
悪
影
響

を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意

見
も
あ
る
が
、
も
し
太
陽

光
発
電
も
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
日
本
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
利
用
で
き

る
環
境
は
進
ま
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
浸
透
す
る
か
ど
う
か
は

そ
の
安
定
的
発
電
が
で
き

る
か
で
あ
る
。
太
陽
光
発

電
は
ご
存
じ
の
通
り
日
中

し
か
発
電
し
な
い
。
電
力

供
給
で
は
同
時
同
量
が
基

本
的
原
則
と
な
る
。
電
力

の
欠
点
と
し
て
は
生
み
出

さ
れ
た
電
力
の
貯
蔵
は
容

易
で
な
い
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
社
会
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
体
制
に
適
応
さ

せ
、
安
定
し
た
電
力
源
と

す
る
た
め
に
は
安
定
供
給

を
実
現
す
る
必
要
が
あ

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
途
切
れ
な
く
発
電
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
産
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
蔵
で
き
る
よ
う
に

し
、
必
要
に
応
じ
て
供
給

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
分
散

供
給
型
に
す
る
。

こ
の
仕
組
み
は
災
害
時

な
ど
の
リ
ス
ク
管
理
に
も

つ
な
が
る
。
そ
し
て
こ
の

仕
組
み
は
離
島
に
こ
そ
非

常
に
有
益
で
あ
る
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多
様
で
あ

る
。
例
え
ば
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
離
島
は
自
然
の
宝

庫
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
で
あ

る
こ
と
も
意
味
す
る
。
そ

れ
ら
の
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
石
油
由
来
の
電
力

に
依
存
す
る
必
要
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
離

島
が
持
つ
資
源
の
有
効
活

用
が
Ｃ
Ｏ
2

削
減
に
つ
な

が
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
ま
さ
し
く
地
産
地
消

で
あ
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
黒

潮
を
活
用
し
た
発
電
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
十
島
村

口
之
島
沖
は
黒
潮
が
流

れ
、
そ
の
潮
流
を
活
用
し

た
海
流
発
電
「
か
い
り
ゅ

う
」
の
利
用
は
資
源
の
有

効
活
用
と
な
り
う
る
だ
ろ

う
。
資
源
が
豊
富
に
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
自

身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

見
直
し
を
含
め
て
、
Ｃ

Ｏ
2

削
減
を
個
人
レ
ベ
ル

で
実
現
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
海
流
発
電
は
天

候
の
影
響
を
受
け
に
く
い

と
い
う
。
海
洋
発
電
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

力
の
安
定
供
給
が
難
し

い
、
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面

を
ク
リ
ア
す
る
。

離
島
の
環
境
は
厳
し
い

要
素
も
あ
る
が
、
人
口
が

少
な
く
、
島
だ
か
ら
こ
そ

経
済
的
な
費
用
対
効
果
を

計
測
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
本
土
で
は
実
現
す
る

こ
と
難
し
い
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
奄
美
な
ど
の
離
島

で
は
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。

（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）

◇

い
ち
か
わ
ひ
で
た
か

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
准

教
授
。
研
究
内
容
は
生
産

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
商
品
開

発
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

先
日
、
「
奄
美
に
旅
し
、
考

え
た
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
北
大

の
会
場
か
ら
配
信
し
た
。
65
人

が
熱
心
に
視
聴
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
技
術
的
な
ト
ラ
ブ
ル
は
何

も
な
く
、
佐
渡
、
岩
手
、
鹿
児

島
在
住
の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

頂
い
た
。
奄
美
の
方
も
多
く
視

聴
さ
れ
て
お
り
、
好
評
で
あ
っ

た
。感

想
を
い
く
つ
か
も
ら
っ

。
「
コ
ロ
ナ
で
新
し
い
ボ
ー

ダ
ー
（
分
断
）
が
至
る
と
こ
ろ

に
生
ま
れ
た
が
、
同
時
に
新
し

い
つ
な
が
り
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
連
携
）
も
生
ま
れ
た
」
。
こ

う
い
う
催
し
を
も
っ
と
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
印
象
に
残

っ
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
札

幌
を
中
心
に
数
多
く
の
セ
ミ
ナ

ー
を
主
催
し
て
き
た
が
、
足
を

運
べ
る
の
は
札
幌
近
郊
、
も
し

く
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
関
西
や

東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
駆
け
付
け

て
く
れ
る
方
々
に
限
ら
れ
て
い

た
。
今
回
、
特
に
し
ま
で
暮
ら

す
人
々
が
喜
ん
で
く
れ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
身
近
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
。

境
界
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
い
う
、
わ
が
国
の

境
界
地
域
の
自
治
体
が
連
携
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
（
代

表
・
竹
富
町
、
事
務
局
・
北
大

ス
ラ
ブ
研
）。
北
は
礼
文
町
、
稚

内
市
、
根
室
市
か
ら
小
笠
原
村

な
ど
に
加
え
、
対
馬
市
、
五
島

市
、
そ
し
て
与
那
国
町
な
ど
が

加
盟
し
、
毎
年
、
持
ち
回
り
で

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
。
各
自
治
体

の
実
務
者
と
私
た
ち
研
究
者
が

全
国
か
ら
集
い
、
隣
国
と
の
関

係
、
環
境
、
交
通
、
教
育
な
ど

境
界
に
位
置
す
る
地
域
な
ら
で

は
の
問
題
を
一
緒
に
考
え
、
地

域
振
興
の
た
め
の
課
題
を
共
有

す
る
。
航
路
・
航
空
路
の
運
賃

低
廉
化
、輸
送
コ
ス
ト
の
支
援
、

滞
在
型
観
光
の
促
進
、
雇
用
機

会
の
拡
充
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

有
人
国
境
離
島
法
（
2
0
1
7

年
4
月
施
行
）
の
制
定
や
、
不

可
能
と
目
さ
れ
て
い
た
国
際
航

路
便
へ
の
国
内
旅
客
の
混
乗

（
福
岡
と
釜
山
を
往
来
す
る
Ｊ

Ｒ
九
州
高
速
船
が
対
馬
の
比
田

勝
に
寄
港
す
る
際
に
福
岡
・
対

馬
の
国
内
間
の
乗
を
認
め
る
措

置
）
の
実
現
な
ど
に
、
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
貢
献
し
た
。

昨
年
は
9
月
に
礼
文
町
に
関

係
者
50
人
程
度
が
集
ま
り
、
セ

ミ
ナ
ー
の
後
、
地
域
の
実
情
を

見
て
廻
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
行
っ
た
（
旅
行
社
の
募
集
に

よ
り
、
一
般
の
参
加
も
可
）
。

今
年
は
10
月
に
与
那
国
町
で
開

催
。
与
那
国
か
ら
竹
富
町
の
波

照
間
島
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
飛

ば
す
ツ
ア
ー
を
造
成
し
、
日
本

最
西
端
と
最
南
端
の
有
人
離
島

を
結
ぶ
企
画
も
進
ん
で
い
た
。

石
垣
か
ら
の
高
速
船
の
欠
航
率

が
高
い
波
照
間
島
だ
が
、
こ
こ

10
年
、
航
空
路
線
が
な
い
状
態

が
続
き
、
飛
行
場
の
再
開
が
切

望
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
復
活
便

を
与
那
国
か
ら
飛
ば
そ
う
と
い

う
の
が
、
私
た
ち
の
狙
い
で
あ

っ
た
。

ま
ん
え
ん

だ
が
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
、
チ

ャ
ー
タ
ー
は
早
々
に
断
念
。
秋

の
与
那
国
セ
ミ
ナ
ー
も
来
年
に

延
期
。
秋
だ
っ
た
ら
、
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
の
に
な
ん
で
そ

ん
な
に
早
く
諦
め
る
の
か
っ

て
？

私
た
ち
の
セ
ミ
ナ
ー
は

全
国
の
島
や
「
端
っ
こ
」
か
ら

人
々
が
参
加
し
ま
す
。島
で「
濃

厚
接
触
」
し
て
、
ま
た
全
国
に

散
り
ま
す
。
こ
れ
っ
て
、
島
に

コ
ロ
ナ
を
持
ち
込
み
、
全
国
に

巻
き
ち
ら
す
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ

ま
す
。
現
場
に
こ
だ
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。コ
ロ
ナ
は
天
敵
で
す
た
い
。

今
年
は
指
を
く
わ
え
て
る
だ

け
か
っ
て
？

い
え
い
え
、
だ

か
ら
い
っ
た
で
し
ょ
。
新
し
い

つ
な
が
り
も
あ
る
の
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
融
通
が
き
き
ま

す
か
ら
、
関
係
す
る
自
治
体
の

首
長
・
副
首
長
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
か
ら
つ
な
い
で
セ
ミ
ナ
ー

を
や
り
ま
し
ょ
う
！

テ
ー
マ

は
「
感
染
症
と
境
界
地
域
」
。

利
点
は
日
本
の（
い
や
世
界
の
）

ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
こ

と
。
は
い
、
奄
美
の
皆
さ
ん
、

ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
し

て
来
年
は
与
那
国
で
み
ん
な
で

「
濃
厚
接
触
」
し
ま
し
ょ
う
ね

（
で
き
る
こ
と
を
希
望
し
ま

す
）。ここ

ま
で
書
い
て
気
が
付
い

た
。
な
ぜ
、
私
が
奄
美
に
魅
か

れ
た
の
か
、
を
忘
れ
と
っ
た
。

ま
あ
、
急
ぐ
こ
と
も
な
い
。
い

ま
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
。
で
は
ま

た
来
月
。（

北
海
道
大
学
教
授
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

か
い
り
ゅ
う
と
海
流
発
電

図
（
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

「
美
し
い
…
」

奄
美
と
は
真
逆
の
美
し

さ
。
人
工
の
美
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
僕
た
ち
マ

チ
イ
ロ
マ
ガ
ジ
ン
の
取
材
班

は
昨
年
、
イ
ー
ス
ト
川
越
し

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ト
リ

コ
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
エ
ン
パ
イ

ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
を
眺

め
て
い
た
。

仕
事
柄
、
写
真
を
撮
る
こ

と
が
多
く
、
奄
美
の
様
々
な

事
象
を
客
観
的
に
見
て
き

た
。
国
立
公
園
か
ら
世
界
自

然
遺
産
。
舞
台
が
世
界
へ
と

移
り
つ
つ
あ
る
奄
美
を
、
外

か
ら
見
て
み
よ
う
と
、
タ
イ

王
国
行
き
の
エ
ア
・
チ
ケ
ッ

ト
を
手
配
し
た
。

そ
ん
な
矢
先
、
コ
ロ
ナ
禍

で
タ
イ
行
き
は
中
止
と
な
っ

た
。
島
中
が
歓
喜
の
渦
に
包

ま
れ
た
で
あ
ろ
う
、
第
44
回

世
界
遺
産
委
員
会
も
延
期
と

な
っ
た
。
予
定
通
り
に
物
事

は
進
ま
な
い
の
が
世
の
常
。

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
を
昨
年
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
取
材
か
ら
始

め
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
氏
と
の
出
会
い
は
「
一

期
一
会
」そ
の
も
の
だ
っ
た
。

成
田
か
ら
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・

リ
バ
テ
ィ
ー
国
際
空
港
を
経

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た

の
は
夕
暮
れ
だ
っ
た
。
13
時

間
近
い
フ
ラ
イ
ト
に
疲
れ
果

て
た
僕
た
ち
は
、
即
座
に
ツ

ア
ー
デ
ス
ク
へ
駆
け
込
み
、

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
依
頼
し

た
。
そ
こ
に
Ａ
氏
が
勤
め
て

い
た
。

2
日
目
、
待
ち
合
わ
せ
の

時
刻
を
30
分
過
ぎ
て
も
誰
も

し
び

来
な
い
。
痺
れ
を
切
ら
し
ツ

ア
ー
デ
ス
ク
を
訪
ね
る
と
、

予
約
を
入
れ
忘
れ
た
と
の
こ

と
。
既
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

街
で
の
撮
影
に
満
足
し
て
い

た
僕
た
ち
は
タ
イ
ム
ズ
・
ス

ク
エ
ア
に
向
か
っ
た
。

す
る
と
、
ツ
ア
ー
デ
ス
ク

の
中
継
ぎ
で
「
無
償
ツ
ア
ー

を
用
意
し
た
」
と
の
連
絡
が

入
っ
た
。
一
度
は
丁
重
に
辞

退
し
た
も
の
の
、
「
ど
う
し

て
も
」
と
の
申
し
入
れ
も
あ

り
、
お
世
話
に
な
っ
た
の
が

Ａ
氏
な
の
だ
。
「
弊
社
の
こ

と
は
嫌
い
に
な
っ
て
も
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
こ
と
は
嫌
い

に
な
ら
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
」
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
は
ど

こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
フ
レ

ー
ズ
で
始
ま
っ
た
。
僕
た
ち

に
何
の
不
満
も
な
か
っ
た
。

奄
美
の
魅
力
は
人
だ
と
言

う
。
ジ
ャ
ン
ル
は
違
う
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
世
界
遺
産

は
あ
る
。
そ
う
言
っ
た
意
味

で
、
こ
こ
と
も
比
較
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
次
回
は
金
作
原

原
生
林
を
通
し
て
奄
美
を
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
奄
美
市
）

魅惑の島々、奄美群島

市川 英孝

惠

大
造

～研究成果を地元に㉕

マ
チ
イ
ロ
マ
ガ
ジ
ン
代
表

文 化

社会・産業経済

２０２０．６．１０

離
島
の
温
暖
化
対
策

ニューヨークで感じた奄美

幅約２０
ｍ全長約２０ｍ

直
径
約
１１
ｍ②

セミナー後のフィールドワーク＝礼文島

（撮影：ＨＥＬＩＣＡＭ㈱）

コ
ロ
ナ
で
つ
な
が
る
日
本
の
「
端
っ
こ
」

南海日日新聞　2020年6月10日
た


